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1. ⽴地適正化計画におけるまちづくりの⽅針 
1.1 分類した都市構造上の各課題に対しての基本的な⽅針 

本市の現状や将来推計の分析結果から、都市構造上の課題を 4 つの分野毎に抽出しました。
その都市構造上の課題の中でも、本市が最も懸念を抱いている課題を捉え、それぞれ分野別
の⽅針を定め、⽴地適正化計画におけるまちづくりの⽅針を設定します。 

 

（1） 居住環境に関する⽅針 
居住環境に関する課題は、⼈⼝に関する課題と⼟地利⽤に関する課題より「まちの低密度

化(スポンジ化)による地域(コミュニティ)の衰退防⽌」を最も懸念される都市が抱える課題
とします。 

最も懸念される都市が抱える課題を解決するための⽅針として、「校区コミュニティを中⼼
に⼈が集い、多世代がふれあう快適な⽣活空間の形成」を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

まちの低密度化(スポンジ化)による地域(コミュニティ)の衰退防⽌ 
・将来⼈⼝減少が予測される中で、校区コミュニティ単位での地域活⼒の維持・向上 
・姶良ニュータウン等の 1975 年前後に開発された地域での⾼齢化への対応 

⼈⼝に関する課題 ⼟地利⽤に関する課題

17 の校区コミュニティを中⼼に⼈が集い、多世代がふれあう快適な⽣活空間の形成

居住環境に関する⽅針

最も懸念される都市が抱える課題 

・市街地の⼈⼝密度を維持する施策づくり 

・計画的な⼟地利⽤による地価下落の緩和 

・居住の集約と併せて⼀部では、都市部の緑地環
境保全等の検討 

 

・⼈⼝減少地域の⽣活サービス衰退による居住環

境の悪化 

・コミュニティの核となる拠点づくり 

・校区コミュニティの維持・増進の仕組みづくり

・誰もがくらしやすい都市構造(公共交通の利⽤促

進等)の構築 
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（2） 交通ネットワークに関する⽅針 
交通ネットワークに関する課題は、交通ネットワークに関する課題より「公共交通の維持・

⾒直しと代替⼿段の確保」を最も懸念される都市が抱える課題とします。 
最も懸念される都市が抱える課題を解決するための⽅針として、「校区コミュニティ間を結

ぶ様々なニーズに対応した、誰もが利⽤しやすい交通網の構築」を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

公共交通の維持・⾒直しと代替⼿段の確保 

・合併以前のバス路線の体系のままであるため、校区コミュニティ間の交通ネットワー
ク連携、強化が必要 

・コミュニティバスの利⽤者の減少防⽌(全体で 1 年間に約 2%ずつ減少。特に上名地
区乗合バス、加治⽊地区循環バスの利⽤者減少が顕著) 

最も懸念される都市が抱える課題 

・既存の公共交通を維持し、持続安定的に確保するため、利⽤促進策、利便性向上策の構築 
・多様な交通⼿段の導⼊と併せ、地域拠点施設と交通ネットワークとの連携によるバス路線の⾒直し 
・公共交通軸周辺への居住誘導による利⽤者の確保と交通サービスの維持 

・駅前広場、駅アクセス道路の整備 

・広域的な交通軸である鉄道を中⼼に、路線バス、コミュニティバス等の効果的・効率的な交通ネット

ワークの構築によるアクセス利便性の向上 

交通ネットワークに関する課題 

校区コミュニティ間を結ぶ様々なニーズに対応した、 
誰もが利⽤しやすい交通網の構築 

交通ネットワークに関する⽅針
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（3） ⽣活サービスに関する⽅針 
⽣活サービスに関する課題は、都市機能(⽣活サービス機能)に関する課題と産業構造、財

政に関する課題より、「公共施設と⽣活サービスの維持・確保」を最も懸念される都市が抱え
る課題とします。 

最も懸念される都市が抱える課題を解決するための⽅針として、「公共施設の更新と⺠間施
設の誘導による活⼒ある拠点の形成」を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

公共施設の更新と⺠間施設の誘導による活⼒のある拠点の形成 

⽣活サービスに関する⽅針

・社会経済情勢に起因する財政構造の変化を⾒据

え、効率と効果を重視した⾏財政の運営 

・公共施設の保有総量圧縮 

・市⺠ニーズを踏まえた⾏政サービス機能の優先

度を考慮した施設維持･更新 

・公共施設の⼀元管理及び再配置 

・⼀次医療圏内の医療体制の充実及び医療施設の

利⽤促進 

・総合病院などの⾼次都市機能と広域連携の促進 

・地域包括ケアシステムの構築 

産業構造、財政に関する課題 

・⼈⼝減少下での⽣活サービス機能の維持 

・⽣活サービス機能の利⽤者の確保 

・⽇常⽣活利便施設を利⽤するための公共交通ネ

ットワーク構築 

・⽼朽化した公共施設の更新 

都市機能(⽣活サービス機能)に関する課題 

 

公共施設再編と⽣活サービスの維持・確保 

・市全体の約 50％(延床⾯積ベース)を占める築 30 年以上経過した公共施設の維持、
管理 

・⽼朽化が進む市役所庁舎(姶良・加治⽊・蒲⽣)等の公共施設の更新 
・将来、⼈⼝減少が予測される中で各拠点における⽣活サービスの利⽤者の確保が必要 

最も懸念される都市が抱える課題 
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（4） 安全・安⼼に関する⽅針 
安全・安⼼に関する基本的な⽅針は、災害に対する居住地の安全性に関する課題より「災

害に対する対策の検討・強化」を最も懸念される都市が抱える課題とします。 
最も懸念される都市が抱える課題を解決するための⽅針として「災害に強い安全な都市構

造と地域の安⼼に繋がる住環境の形成」を設定します。 
 
  

災害に対する居住地の安全性に関する課題 

・空き家・空き地の増加の抑制、空き家の利活⽤や撤去に関する対策の強化 

・⽔害や⼟砂災害による居住地への災害に対する対策の検討 

・⾼齢者等の災害弱者にも配慮した避難施設の利便性向上と安全な避難経路の確保 

・急速な都市化による⾬⽔排⽔施設の機能不全 

災害に強い安全な都市構造と地域の安⼼に繋がる住環境の形成 

安全・安⼼に関する⽅針

災害に対する対策の検討・強化 
・災害区域として指定されているエリア外への居住誘導 
・増加する空き家・空き地の利活⽤の検討が必要 

最も懸念される都市が抱える課題 
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1.2 ⽴地適正化計画におけるまちづくりの⽅針のまとめ 
⽴地適正化計画におけるまちづくりの⽅針は、本市が最も懸念される各課題解決の⽅針に

即して設定する必要があります。 
これらを踏まえた上で⼈⼝減少や少⼦⾼齢化社会においても持続可能なまちづくりを進め

ていくために、⽴地適正化計画におけるまちづくりの⽅針を「校区コミュニティを核とした
拠点づくりと拠点相互連携によるまちづくり」と定めます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【⽣活サービスに関する⽅針】 
公共施設の更新と⺠間施設の誘導 

による活⼒のある拠点の形成 

【居住環境に関する⽅針】 
17 の校区コミュニティを中⼼に 

⼈が集い、多世代がふれあう 
快適な⽣活空間の形成 

校区コミュニティを核とした拠点づくりと 

拠点相互連携によるまちづくり

【安全・安⼼に関する⽅針】 
災害に強い安全な都市構造と 

地域の安⼼に繋がる住環境の形成 

【交通ネットワークに関する⽅針】 
校区コミュニティ間を結ぶ 
様々なニーズに対応した、 

誰もが利⽤しやすい交通網の構築 

⽴地適正化計画におけるまちづくりの⽅針
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2. ⽬指すべき都市の⾻格構造 
2.1 ⽬指すべき将来都市像 

⽴地適正化計画におけるまちづくりの⽅針を踏まえ、将来都市像を構築するためには、居
住や都市機能を誘導する拠点・交通軸の設定が必要となります。そこで、姶良市都市計画マ
スタープラン上の都市拠点と都市軸、ゾーニングを基に、その役割に応じて段階ごとに配置
し、拠点間または地域間が交通ネットワークを通して相互に連携する「多極ネットワーク型」
の集約都市構造を⽬指します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

  

図 ⽬指す⼈⼝分布のイメージ図

現在の⼈⼝分布イメージ 

⽬指す⼈⼝分布イメージ 

⽬指します 

○都市計画区域内で均等に⼈⼝減少が進むと右
図のように低密度な市街地が広がり、⽣活サ
ービス機能や公共交通のサービス⽔準の低下
が懸念されます。

図 均等に⼈⼝減少した場合の⼈⼝分布イメージ図

○拠点や公共交通軸を中⼼に居住を誘導します。 
○右図のように⼈⼝を集約することで、拠点の都

市機能や公共交通サービス⽔準の維持・向上を
⽬指します。 

図 ⽬指す⼈⼝分布のイメージ図
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2.2 各拠点等の設定 
（1） ⽴地適正化計画における拠点等の設定 

姶良市都市計画マスタープラン(平成 25 年策定)の将来都市構造における各拠点を基本と
しつつ、姶良市都市計画マスタープラン策定以後に本市の将来まちづくり構想における基軸
となった各⼩学校区(校区コミュニティ協議会)による区分を考慮し、⽴地適正化計画におけ
る拠点等を設定します。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

⽴
地
適
正
化
計
画
の
拠
点
等
の
設
定 

都市計画マスタープラン 将来都市像

各⼩学校区

図  ⽴地適正化計画における拠点等の設定について
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（2） 校区コミュニティ協議会周辺の要素分布状況 
姶良市総合計画において、「本市の将来像として、混在する地域組織を校区毎にまとめた

「校区コミュニティ協議会」を基軸としたまちづくりを進めます」と位置づけ、校区コミュ
ニティ協議会は、本市のまちづくりにおいて重要なポイントとなっています。よって、施設
の固定的要素、流動的要素の分布図より校区コミュニティの中⼼となる各⼩学校が位置する
場所から徒歩圏※15 の施設分布状況を把握し、⽬指すべき将来都市の実現に向け、⽴地適正化
計画の拠点設定の判断材料として活⽤します。 

■固定的要素の分布状況 
将来的に⼤きく変化しない公共施設の配置や公共交通などを固定的要素とし、各校区コミ

ュニティにおける分布状況を整理します。 
 
 
  

図 将来的に⼤きく変化しない固定的要素の分布図

※15 徒歩圏とは、徒歩で疲れを感じにくい距離(800ｍ)、歩いて暮らせるまちづくりの実現のために考慮すべき距離  

出典：都市構造の評価に関するハンドブック

柁城
校区

⻯⾨
校区

錦江
校区

加治⽊
校区

永原
校区

建昌
校区

帖佐
校区

姶良
校区

松原なぎさ
校区

⻄姶良
校区

重富
校区

⼭⽥
校区

三船
校区

北⼭
校区

蒲⽣
校区

漆
校区

⻄浦
校区

内 外 内 内 外 内 内 内 内 内 内 内 内 外 内 外 外
内 外 内 内 外 内 外 内 内 内 内 外 外 外 外 外 外

○
○ ○ ○ ○

○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○バスピーク時
⽚道３本以上

校区コミュニティ

都市計画区域
⽤途地域

将来的に
⼤きく

変化しない
固定的要素

⾏政施設等
の配置

市役所
総合⽀所
出張所

基幹公共施設
鉄道駅

表 将来的に⼤きく変化しない固定的要素の状況⼀覧表
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■流動的要素の分布状況 
将来的に変化し得る⼈⼝や⽣活サービスなどを流動的要素として、各校区コミュニティに

おける分布状況を整理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※拠点の核から徒歩圏 800ｍの円が重なっている箇所の⼈⼝は、重複して算出している。 

表 将来的に変化し得る流動的要素の状況⼀覧表
柁城
校区

⻯⾨
校区

錦江
校区

加治⽊
校区

永原
校区

建昌
校区

帖佐
校区

姶良
校区

松原なぎさ
校区

⻄姶良
校区

重富
校区

⼭⽥
校区

三船
校区

北⼭
校区

蒲⽣
校区

漆
校区

⻄浦
校区

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⼤型商業施設
（床⾯積１万

㎡以上）
○

商業店舗
スーパー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⼩売店舗
コンビニ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

病院 ○ ○ ○ ○

診療所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9,168⼈ 784⼈ 7,003⼈ 7,363⼈ 359⼈ 8,207⼈ 3,606⼈ 8,090⼈ 8,256⼈ 4,218⼈ 6,935⼈ 659⼈ 1,213⼈ 75⼈ 3,283⼈ 210⼈ 220⼈

介護福祉施設

徒歩圏800ｍの⼈⼝

校区コミュニティ

将来的に
変化し得る
流動的要素

⽣
活
サ
ー
ビ
ス
施
設

︵
拠
点
の
核
か
ら
⼀
般
的
な
徒
歩
圏
で
あ
る
半
径

８
０
０
ｍ
以
内
に
あ
る
施
設
︶

⾦融機関
（簡易郵便局除く）

簡易・郵便局

商業施設

⼩学校

病院施設

保育園・幼稚園

図 将来的に変化し得る流動的要素の分布図
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（3） 拠点の設定 
⽴地適正化計画の⾻格構造の基となる拠点を設定します。拠点は、地域コミュニティの核

となる拠点を「地域⽣活拠点」、交通結節点となる駅周辺の地域を「都市⽣活拠点」、本市内
でも副次的な位置づけである地域を「地域中⼼拠点」、まちの中⼼である地域を「都市中⼼拠
点」とします。各拠点は、⼩さな拠点である地域⽣活拠点から設定し、次に都市⽣活拠点、
最後に地域中⼼拠点、都市中⼼拠点と設定します。 

 
図 拠点設定のイメージ図

拠 点 

小 

大 

都市の⾻格構造 
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（4） 地域⽣活拠点の設定 
地域⽣活拠点は、校区コミュニティの核であるコミュニティ協議会が⽴地している地区に

拠点を設定します。 
 
【地域⽣活拠点の設定基準】 

校区コミュニティの核であるコミュニティ協議会事務所の周辺 
【⽬指す地区のイメージ】 

校区コミュニティの核となる施設が⽴地し、中⼼拠点や都市⽣活拠点へのアクセスを可
能とする地域の活⼒を維持する地区 

【地域⽣活拠点(17 校区コミュニティ)】 
○柁城校区 ○⻯⾨校区 ○錦江校区 ○加治⽊校区 ○永原校区 ○建昌校区  
○帖佐校区 ○姶良校区 ○松原なぎさ校区 ○⻄姶良校区 ○重富校区  
○⼭⽥校区 ○三船校区 ○北⼭校区 ○蒲⽣校区 ○漆校区 ○⻄浦校区 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
  

図 地域⽣活拠点分布図
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（5） 都市⽣活拠点の設定 
都市⽣活拠点は、周辺地域から徒歩または公共交通を利⽤して、隣接市へ容易にアクセス

可能な駅周辺を拠点に設定します。 
 
【都市⽣活拠点の設定基準】 

公共交通を利⽤して隣接市へ容易にアクセス可能な駅周辺 
【⽬指す地区のイメージ】 

公共交通の結節点となり、⽇常的に⼈が集まる施設等が集積する地区 
【都市⽣活拠点】 

○重富駅周辺 ○姶良駅周辺 ○錦江駅周辺  
(帖佐駅については都市中⼼拠点、加治⽊駅については地域中⼼拠点に設定します。) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 都市⽣活拠点の分布図
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（6） 中⼼拠点の設定(都市中⼼拠点、地域中⼼拠点) 
都市中⼼拠点、地域中⼼拠点は、①多様な都市機能が集積する地区②公共交通を利⽤して容

易にアクセス可能な地区の 2 つの基準を満たす地区に拠点を設定します。特に姶良市役所周
辺は、中枢的な⾏政機能や市内で最も多い８種類の⽣活サービス施設が⽴地する地区であり、
拠点の設定基準に該当するため⽴地適正化計画における都市中⼼拠点に設定します。 

 
【都市中⼼拠点、地域中⼼拠点の設定基準】 

①多様な都市機能が集積する地区 
市役所(⽀所)周辺に多様な都市機能(商業・医療等の⽣活サービス施設)が集積してい

る地区 
②公共交通を利⽤して容易にアクセス可能な地区 

乗客数の多い鉄道駅周辺や主要なバス停など、公共交通の充実した地区 
【⽬指す地区のイメージ】 

公共交通によるアクセス性に優れ、多様な都市機能が集積する地区 
【都市中⼼拠点】 

○姶良市役所・帖佐駅周辺 
【地域中⼼拠点】 

○加治⽊総合⽀所・加治⽊駅周辺 ○蒲⽣総合⽀所周辺 
 

 
  

 
 
    
  

図 都市中⼼拠点・地域中⼼拠点の分布図
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（7） 各拠点の設定 
これまでに設定した「地域⽣活拠点」や「都市⽣活拠点」、「地域中⼼拠点」「都市中⼼拠点」

を⽴地適正化計画における拠点とします。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⽴地適正化計画に 

おける拠点

都市中⼼拠点 

○姶良市役所 
○帖佐駅周辺 

地域中⼼拠点 

○加治⽊総合⽀所 
○加治⽊駅周辺 
○蒲⽣総合⽀所 

都市⽣活拠点 

○錦江駅周辺 
○姶良駅周辺 
○重富駅周辺   

地域⽣活拠点 

○柁城校区 ○⻄姶良校区 
○⻯⾨校区 ○重富校区 
○錦江校区 ○⼭⽥校区  
○加治⽊校区 ○三船校区 
○永原校区 ○北⼭校区 
○建昌校区 ○蒲⽣校区 
○帖佐校区 ○漆校区 
○姶良校区 ○⻄浦校区 
○松原なぎさ校区 

図 各拠点の分布図
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2.3 交通軸の設定 
⽴地適正化計画における交通軸は、中⼼拠点と他の拠点を結び、誰でも必要な機能にアク

セスできる環境を整えるために、まず都市計画マスタープランの広域交流軸、都市交流軸を
基に設定を⾏います。これに姶良市地域公共交通網形成計画の地域公共交通網の構想との整
合を図り、「ターミナル拠点とサテライト拠点を中⼼に交通軸を⾒直す構想」を考慮し、⽴
地適正化計画における交通軸を設定します。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地域公共交通網形成計画 都市計画マスタープラン 

＋ 

図  ⽴地適正化計画の交通軸図

設定 
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2.4 都市の⾻格構造 
都市の⾻格構造は、都市計画区域内で設定した都市中⼼拠点、地域中⼼拠点、都市⽣活拠

点、地域⽣活拠点を交通軸により結びつけ連携を図り、多極ネットワーク型の⾻格構造とし
ます。これをもとに⽴地適正化計画では都市機能誘導区域、居住誘導区域を設定します。 

  
 
 
図 ⽴地適正化計画の都市の⾻格構造図
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3. 課題解決のための施策・誘導⽅針(ストーリー) 
⽴地適正化計画におけるまちづくり⽅針(ターゲット)の実現に取り組むには、課題の各分

野の基本的な⽅針を踏まえ、課題解決のための施策・誘導⽅針(ストーリー)を具体的に構築
します。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の⽅向性 
・多様な交通⼿段の促進 
・交通結節点の強化 
・利⽤者のニーズに応じた交通ネットワークの構築 

【交通ネットワークに関する⽅針】 
校区コミュニティ間を結ぶ様々なニーズに対応

した、誰もが利⽤しやすい交通網の構築 

施策の⽅向性 
・危険性の低いエリアへの居住誘導 
・空き地・空き家への対策 
・市役所等の防災の拠点化 

施策の⽅向性 
・複数拠点への交流・⽣活サービス機能の集約 
・校区コミュニティの活性化 
・中⼭間部の拠点への若年層などの定住化 

【居住環境に関する⽅針】 
17 の校区コミュニティを中⼼に⼈が集い、 

多世代がふれあう快適な⽣活空間の形成 

【安全・安⼼に関する⽅針】 
災害に強い安全な都市構造と地域の安全に 

繋がる住環境の形成

施策の⽅向性 
・市役所・総合⽀所の複数機能の集約化 
・観光などの広域的な連携の強化 
・安定した⾏財政基盤の確⽴ 

【⽣活サービス関する⽅針】 
公共施設の更新と⺠間施設の誘導による 

活⼒のある拠点の形成 

図  課題解決のための施策・誘導⽅針


